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１ 気象と生育概況 

  6月の天候は降水量が多く、気温が平年並み、日照時間は少なく推移しており、いも

ち病感染好適条件日が 6/5、6/9、6/23 と 3回観測されています。いもち病の発生状

況に注意していただき、発生ほ場は補正防除を行いましょう。 

  

２ 水管理   

6月中下旬植えでは、間断かん水を実施し、有効茎数(１８～20本程度)が確保され次

第、中干しを開始しましょう。スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）対策や水不足で田

植後浅水～落水管理となったほ場は茎数が少ないため、中干しを弱めに行うか間断灌水

を継続し、茎数を確保しましょう。 

中干し期間は１週間程度ですが、白乾状態が長く続く場合は、生理機能低下や断根な

どで稲が痛むので、走り水を行いましょう。中干し終了後は、根腐れを防止するために、

水を溜めっぱなしにせず、間断かん水を行いましょう。 

水稲の幼穂形成期～出穂・開花期にかけては、水を最も必要とする時期です。特に、

出穂前後 1週間は湛水管理とし、その後は間断かん水を行いましょう。 

 

３ 穂肥 

 穂肥は、籾数を確保するために欠かせません。施用時期が早すぎると、下位節間が伸

長して倒伏しやすくなります。幼穂を確認し、幼穂長２～３ｍｍを確認したら穂肥を施

用しましょう。 

 
 

※葉色が濃い場合は、施用時期を数日遅らせ、施用量も控えめにしてください。ほ場に

よって生育（幼穂長、葉色）が異なるため、生育に応じて施用時期、施用量を決めてく

ださい。 

品種別出穂期と穂肥時期の目安 （一般平坦地） 

品 種      予想出穂期（田植え日）   穂肥 1回目    穂肥２回目 

 

夢つくし    ８／ ８頃 （６／１０植）    ７／１９頃            ― 

元気つくし   ８／１９頃 （６／２０植）   7／  3１頃   １回目から７日後 

ヒノヒカリ   ８／２６頃 （６／２０植）    ８／  6頃       ― 

ツクシホマレ  8／ ３０頃 （６／２０植）    ８／  7頃   １回目から７～１０日後 
 
〇穂肥施用量は、稲作ごよみを参照してください。 
 

２～3mm 



４ 病害虫防除 

葉いもちが一部ほ場で発生しており、ウンカ類の発生は目立ちません。イネカメ

ムシなどの斑点米カメムシ類の発生が早期水稲で確認され注意が必要です。 

また近年、高温の影響により紋枯病が多発しています。前年に紋枯病が発生した

ほ場では、菌が残っている可能性が高いため注意が必要です。 

  

【斑点米カメムシ類】 
本年度はカメムシ類の発生が多いため注意しましょう。斑点米カメムシ類の耕種的

防除法として畔草刈りを出穂２週間前までに実施してください。 

※出穂直前に畔草刈りをすると、畦草に生息していたカメムシが本田へ移動すること

になり逆効果となりますので、早めの畔草刈りを心掛けましょう。 

【イネカメムシ】 

斑点米カメムシ類の中でも近年増加傾向にある 

「イネカメムシ」の発生に注意してください。周囲より出

穂が早いほ場では集中的に加害を受けると不稔穂が発生

し収量が低下します。発生が多いほ場では、「出穂期」と、

「出穂期の 10～14 日後」の 2回防除を行いましょう。

防除薬剤としてはスタークル剤、エクシード剤の効果が高

いです。 

 

補正防除（ウンカ類、カメムシ類） 

薬剤名 使用時期 散布量 

エクシードフロアブル 収穫７日前まで 2000倍 

エクシード粉剤 DL 収穫 7日前まで ３㎏/10ａ 

 

補正防除（いもち病） 

薬剤名 使用時期 散布量 

ノンブラス粉剤 DL 収穫 7日前まで ３～４㎏/10ａ 

ノンブラスフロアブル 収穫７日前まで 1000倍 

コラトップ豆つぶ 
葉いもち：初発１０日前～初発時 

穂いもち：出穂３０日前～５日前まで 
２５０ｇ/10ａ 

 

  補正防除（紋枯病） 

薬剤名 使用時期 散布量 

モンセレンフロアブル 収穫２１日前まで 1500倍 

 

熱中症予防 

・農作業中は、定期的に水分・塩分を補給し、休憩はこまめにとりましょう 

・気温が高い時間帯に農作業しない、単独で作業しないなど十分配慮してください 


